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要     旨 

＜緒言＞ 

皮膚科領域には無数の疾患があり、中には専門的あるいは高度な医療を要する病態が存在する。そのよ

うな場合、皮膚科診療所単独での問題解決が難しく、さらなる医療対応のために、他院への紹介が必要

となることがある。しかしながら、どのような皮膚疾患群において、皮膚科診療所から他院への紹介が

必要となるのか、明確な調査は行われていない。本研究では、どのような皮膚疾患群において他院への

紹介が必要となるのかを、皮膚科診療所における診療実績をもとに調査した。 

 

<研究対象及び方法> 

2020 年 1 月 1 日から 2022 年 12 月 31 日までの 3 年間に、大分県佐伯市の皮膚科診療所：上尾皮膚科

（皮膚科単科の無床診療所）を受診した 14,306 人の患者を対象とし、調査を行った。同皮膚科の診療

録から、対象患者の主病名、年齢、性、上尾皮膚科受診後の他院への紹介の有無、紹介理由の情報を収

集した。紹介の有無については、一般紹介と緊急紹介に分けて集計を行った。以上の情報をもとに、疾



患群毎の一般紹介率、緊急紹介率を算出し、いずれの疾患群において紹介の必要性が高いのかを調査し

た。 

 

＜結果＞ 

3 年間の患者集計の結果、湿疹、皮膚炎群の患者診療数が最も多かった。一方で、同群の他院への紹介

率は、他カテゴリー群と比べて高くはなかった。緊急紹介では、皮膚ウイルス感染症群（特に帯状疱疹）、

薬疹群、皮膚細菌感染症群（特に蜂窩織炎）において紹介率が高く、一般紹介では、皮膚悪性腫瘍群（メ

ラノーマを含む）、皮膚良性腫瘍群において紹介率が高かった。また、症例の数自体は非常に少なかった

が、水疱症群、膠原病群、血管炎群（紫斑病、脈管疾患を含む）では、一般紹介率、緊急紹介率がとも

に高値であった。紹介理由の解析では、一般紹介、緊急紹介いずれにおいても、皮膚科以外の診療科医

師へのコンサルテーションが必要という理由が上位であった。 

 

＜考察＞ 

家庭医（一般内科）から皮膚科への紹介パターン解析や、病院における皮膚科コンサルテーションパタ

ーンを解析した研究は過去に報告があるが、本研究のように、皮膚科診療所から他院、即ち、他科診療

所、中核病院や大学病院などへの紹介パターンを調査した報告はこれまでにない。今回の解析によって、

皮膚科診療所で診療を行う際、即ち、皮膚疾患のプライマリケアにおいて、どのような疾患群で一般紹

介、緊急紹介を念頭に置くべきかが明らかとなった。皮膚疾患は皮膚科医のみによって診療されている

のではなく、皮膚科以外の臨床医によって加療されているケースが非常に多いことが、過去の報告で示

されている。従って、本研究によって得られた情報は、皮膚科医のみならず、全ての臨床医にとって有

益になると考えられる。 

 

＜結語＞ 

本研究では、皮膚科診療所で皮膚疾患を診療する際、さらなる対応、即ち、他院への紹介が必要となる

疾患群が特定された。この結果に基づいて、診療所と高度医療機関のシームレスな連携の促進が期待さ

れる。 


